
第6回アンコール日本人会役員会 議事録 

日時：2016年9月24日（土） 12:30～15:00 

場所：ブリューパブ 

出席：鬼、今井、鈴木、田辺、山内、永澤（敬称略） 

議事録：永澤 

 

議題 

1．名簿・緊急連絡網 

2．勉強会 

3．カンボジア日本人会盆踊り 

4．祭り 

5．ワークパーミット 

6．会員特典 

 

1．名簿・緊急連絡網 

・名簿・緊急連絡網の最終確認 

同じ所属の会員同士は緊急連絡網を同一列に（連絡がスムーズに行える） 

フォント・大きさ等の統一 

 

・家族会員の代表が亡くなった方がいる 

家族会員の議決権は代表が 1 口有することになっているが、この議決権は他の家族

に引き継がれるか？ 

⇒代表が亡くなった場合は残った会員が議決権を引き継ぐこととする。その会員は日

本国籍を有していなくても構わない。 

※法人会員についても同様の対応となる。 

 

・会員数、議決権の最終確認 

議決権所持者 法人：18  個人・家族：36  ＝ 議決権：54口 

会員数：74名 

 

・名誉会長を務めて下さっている隈丸大使は今月で離任となる。 

新しい大使は着任まで不明。 

⇒名簿の記載はそのまま隈丸大使で印刷。 

 

・名簿の印刷・配布 

法人は一口につき 1部、家族会員は一家族に付き 1部ずつ配布 



カンボジア日本人会は 2部配布（盆踊りで出店の際にお渡しする） 

大使館へ名簿の提出：意見交換会にてお渡しする（2部） 

日本にいる会員の方はカンボジアに来られた際にお渡しする。 

予備（新規会員用等）として 5部ほど余分に印刷しておく。保管は会長が行う。 

 

・緊急連絡網の確認 

緊急連絡網が機能するか、実際に電話をかけて確認する。 

名簿配布終了後に行う。 

緊急連絡網で流す内容は勉強会のお知らせをメールで配信し、メール受信の確認と

する。メール配信の 2日後に緊急連絡網の確認を行う予定。 

 

2．勉強会 

・日にちの確認 

11月 5日で Kumae さんが受け入れ可能か→永澤が同日中に確認 

 

・事前に視察を行う 

勉強会当日のハンドリングを行う上で現場の様子を知っておく必要がある。 

 

《視察で確認したいこと・懸念点》 

・雨季にあたるが、道は大丈夫か？（ぬかるんでいないか？子どもは連れていけるような

状況か） 

・車両の駐車スペースはあるか？ 

 

《希望日程》 

①10月 15日(土)午前 

②10月 16日（日）午後 

→上記をまとめ、勉強会の趣旨とともに Kumaeの山勢さんへ連絡（担当：永澤） 

鬼、今井、鈴木、山内、永澤の 5名で視察予定。 

視察時の車両（VAN）は APEX さんに見積もりをもらう（担当：鈴木） 

 

3．カンボジア日本人会盆踊り 

日程：10月 9日（日） 

担当：今井、山内、永澤 

 

・リンゴ飴の試作を事前に行う 

日時：9月 26日（月）15時～  



場所：一二三日本語教室 

 

《必要物品・材料》 

材料：リンゴ、砂糖、食紅、水 

必要物品：割りばし、アルミホイル（リンゴ飴を置く）、鍋、コンロ 

―試作で使用する材料の個数等は山内から共有 

 買い出しは今井が担当 （食紅のみ永澤が購入） 

 

《費用関連》 

・材料費等かかった経費は会費から支払われる。レシートを必ずもらうこと。 

・担当役員には出張費としてそれぞれに US$50支払われる（超えた分は実費負担） 

・カンボジア日本人会に協賛金として US$100支払う。 

先方からも同じく AJAへ祭り協賛金として US$100いただく。領収書を発行する。 

 

4．祭り 

・現在決まっていることを確認 

日本側で動いている実行委員会は 10名ほど 

World Teacher Projectよりプロジェクターをお借りして映像を流す 

霊柩車・トゥクトゥクをアレンジして鉾（ほこ）を走らせる 

日本からの出店予定：5店舗（お茶・お菓子、たこ焼き etc） 

・・・ゲーム等子どもが遊べる屋台があると嬉しい。 

現地からの出店は 20店舗ほどを予定 

 

5．ワークパーミット 

・取得方法が分からない、取得していない等のトラブルが発生している。困っている方も

多いようなので、会員へ何か案内をした方がよいのではないか？ 

《懸念点》 

正確な情報がない。間違った情報を流しては問題なので、難しい。 

「トラブルに気をつけて」と連絡して回避方法を役員が分かっていないのでは余計に混乱

する可能性もある。 

アンコール日本人会としてやるべきことからずれているのではないか？会員には働いて

いない方もいる。内容的に商工会などの方が適切ではないか。 

 

⇒会員さんに注意喚起のみを行い、具体的な情報提供はしない。有益な情報を持って

いる人がいれば共有していただくよう呼びかける、という内容にする。 

案内はメールではなく FBで流す。 



 

6．会員特典 

・会員特典をもっと増やしたい！ 

会員証を使う機会を増やせると、会員さんにとっても日本人会に入っているメリットが

感じやすいのではないか？ 

《懸念点》 

・フリーペーパーのクーポンとかぶる 

・70名程度しかいない会員で特典提供（企業）側にメリットが少ない 

→実際に特典を提供いただけるかは分からないが、お願いに行くことで「アンコール日本

人会が会員のことを考えている」ということが伝わるのではないか？ 

何もしないより動いたほうがよい。 

⇒まずは現在ある特典をお知らせする情報メールを配信する。 

その上で特典提供のお願いに行く（担当：今井、鈴木） 

 

7.次回役員会の日程 

日時：10月15日（土） 12:00～ 

場所：クロマーヤマト・カフェ 


